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令和３年９月１６日（木）午後１時３０分から

○教育長（植竹福二君） 　ただいまから令和３年第１０回大田原市教育委員会定例会の会議を開き

ます。

○教育長（植竹福二君） 　前回定例会の会議録は、書記をもって調製させましたので、順次回覧いたし

ます。内容をご確認いただきたいと思います。

（会議録順次回覧）

○教育長（植竹福二君） 　会議録の内容についてご確認いただきましたが、前回会議録につきましてご承

認いただけますか。

（異議なしの声あり）

○教育長（植竹福二君） 　異議はないようでありますので、前回の会議録は承認されました。

　委員会閉会後、ただいまの会議録に署名をお願いいたします。

○教育長（植竹福二君） 　本日付議いたします案件は、報告１件、協議２件であります。

　それでは日程に従い会議に入ります。

　日程第１ 報告第７号 令和３年度大田原市教育委員会事務事業（令

和２年度事業対象）点検評価の諮問についてを議題といたします。詳細につ

いて、教育総務課長から説明をお願いします。

○教育総務課長（高野浩行君） （説明を行う）

○教育長（植竹福二君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○教育長（植竹福二君） 　質疑はないようでありますので、質疑を終わります。

　お諮りいたします。

　報告第７号 令和３年度大田原市教育委員会事務事業（令和２年度

事業対象）点検評価の諮問についてにつきましては、原案のとおり承認するこ

とにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認されました。

　次に、日程第２　協議第１１号　大田原市立学校教育職員の業務量の

適切な管理等に関する規則の制定についてを議題といたします。詳細につい

て、学校教育課長から説明をお願いします。

令和３年 第１０回 大田原市教育委員会定例会 発言要旨



○学校教育課長（明澤伸宏君） （説明を行う）

○教育長（植竹福二君） 　説明が終わりましたので、質疑を行います。

○委　員（森　泉君） 　今回上限時間が示されましたが、これまでには上限時間を示したものがあった

のでしょうか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　これまでは規則ではなく、働き方改革プランとして、ここで示された時間と同じ

ようにひと月45時間、年間３６０時間以内としてくださいと示しておりました。

○委　員（森　泉君） 　第2条の特別な場合の上限時間については、今回が初めてですか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　特別な事情がある場合の上限時間についても、あわせてプランに盛り込んでお

りました。

○委　員（森　泉君） 　今回初めて規則として示すことになって、実際にはなかなか難しいとは思います

が、これをどのような形で学校に浸透させていくのか、予定をお伺いします。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　今回この規則が公布されましたら、改めて規則として明文化されたことを学校

教職員にも周知してまいります。

　ただ、現にプランとして示していますが、規則とはいえなかなか難しい状況にあり

ます。
　県内ほとんどの自治体でこの規則が出来ている中、那須地区３市町では出

来ていないという事情もあり、今回那須教育事務所が中心となり３市町で同

様に規則を制定するということで、今回の規則の制定に至ったという経緯がござ

います。

　現在コロナ禍ということで、正規の勤務時間とはいかないかもしれませんが、教

育委員会としても昨年度と今年度４月から７月までの超過勤務時間を把握

しておりまして、参考までに申し上げますと、昨年度は小中学校平均で月４２

時間程度ですので規則に示されている４５時間はクリアしていますが、休校期

間があったという事情もあります。

　今年度４月から７月の１ヶ月あたりの超過勤務時間は小学校で５４時

間、中学校で５８時間ということになっております。夏休み中については超過勤

務時間はゼロに近しい数値になると思います。

○委　員（川上聖子君） 　福祉の方でも労働基準を守らなければならない状況にあります。教員につい

ては勤務時間の定めはありますか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　７時間４５分の勤務時間となっておりますが、何時から何時までというのは各

学校の勤務時間の割り振りによって定められています。

○委　員（川上聖子君） 　出退勤時刻の管理というのは、職員個人が行うのですか。タイムカードなどは

使用していないですよね。



○学校教育課長（明澤伸宏君） 　出退勤時刻の管理については、大田原市ではタイムカードがありませんので各

自が管理し管理職に報告し、管理職から教育委員会に報告をいただいており

ます。

○委　員（川上聖子君） 　だんだん教育の現場も管理が厳しくなって、教員がサラリーマン的になってしま

うのは・・・という気持ちもありますが、そういう世の流れになっているという実感が

あります。

　業務をどれだけ計画的に行うのかを問われているかと思いますが、福祉施設で

も残業をなくすための取組みをしていて、５、６年継続して行ってきてようやく結

果が出てきているのですが、働き方というのは管理側ではなく現場の教員の意

識を高めるしか方法はないかと思いますので、大変だとは思いますが頑張ってほ

しいと思っています。

○委　員（深澤道昭君） 　条件によって上限時間が変わってくるようですが、学校単位で管理していくの

ですか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　基本的には、学校単位で管理職が中心となって行い、それぞれの先生からの

報告を集計し、報告していただいております。

○委　員（深澤道昭君） 　それぞれの学校で差が無いように運営していってもらえればと思います。

○教育長（植竹福二君） 　ほかに質疑はないようでありますので、質疑を終わります。

　お諮りいたします。

　協議第１１号 大田原市立学校教育職員の業務量の適切な管理等に関

する規則の制定についてにつきましては、原案のとおり承認することにご異議ござ

いませんか。

（異議なしの声あり）

　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認されました。

　次に、日程第３　協議第１２号　大田原市立学校学習用情報端末貸与

規程の制定についてを議題といたします。詳細について、学校教育課長から説

明をお願いします。

○学校教育課長（明澤伸宏君） （説明を行う）

○委　員（深澤道昭君） 　第４条についてですが、貸与物品の状況確認は年１回で大丈夫ですか。

　毎日の授業で確認はできるとは思いますが。



○学校教育課長（明澤伸宏君） 　自宅への持ち帰りは休業中を想定しています。通常は学校で充電保管して

おり、毎朝健康観察で使用しますし、担任あるいは教科担任がパソコンの状況

等については机間巡視とともに確認をしておりますので、一年に一度との記載が

ありますが実際には毎時間確認をしており、使用できない場合は子どもからも訴

えがあると思います。

○教育長（植竹福二君） 　現在までに何台くらいの故障がありましたか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　３０台程度です。ディスプレイの故障が多いです。

〇学校教育係長（遠山雅之君） 　メーカー都合の故障も含めています。

○委　員（川上聖子君） 　保険には入っていないのですか。

〇学校教育係長（遠山雅之君） 　保険には入っておりません。メーカー保証があるので１年間はメーカーでの修

理となりますが、落としたり、ぶつけたりして壊した場合は保証の対象外となりま

す。

　もともとの本体が４万円くらいなので、全体を保険に入れた方が高くついてしま

い、修理した方が安くなる見込みです。

○教育長（植竹福二君） 　ほかに質疑はないようでありますので、質疑を終わります。

　お諮りいたします。

　協議第１２号 大田原市立学校学習用情報端末貸与規程の制定につい

てにつきましては、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

　ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

　以上をもちまして、本日予定されました案件はすべて議了いたしました。

　なお、その他で何かございますか。

○学校教育課長（明澤伸宏君） （令和３年度全国学力調査・学習状況調査結果について説明）
（大田原市ICT活用推進研究事業公開研究発表会の開催について説明）
（小中一貫教育公開研究発表会について説明）

（質疑なし）

○教育長（植竹福二君） 　ほかに何かございますか。

○委  員（小林朋子君） 　今朝の新聞で、県中学校新人戦が中止になったと発表がありましたが、地区

大会はどうなりますか。

○教育長（植竹福二君） 　那須地区大会は全競技実施予定です。

○学校教育課長（明澤伸宏君） 　水泳競技以外になります。



○教育長（植竹福二君） 　ほかにないようでありますので、以上をもちまして令和３年第１０回大田原

市教育委員会定例会の会議を閉会いたします。

　ご苦労様でした。

閉会：午後２時１０分
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